
2022年 7月 7日 

東京海上日動火災保険株式会社 

 

JAXA 主催「THINK SPACE LIFE アクセラレータプログラム 2021」 

共創事業パートナーに選定 

 

東京海上日動火災保険株式会社（取締役社長：広瀬 伸一、以下「当社」）は、国立研究開発法人宇宙

航空研究開発機構（理事長：山川 宏、以下「JAXA」）主催の「THINK SPACE LIFE アクセラレータプログラ

ム 2021」において、有人宇宙システム株式会社（代表取締役社長：古藤 俊一、以下「JAMSS」）の共創事

業パートナーに選定されましたので、お知らせします。 

 

１．「THINK SPACE LIFE アクセラレータプログラム 2021」について 

JAXA 主催の本プログラムは、2020 年度から JAXA が実施中の

「THINK SPACE LIFE プラットフォーム※1」の一環として、宇宙生活

の課題・ニーズを起点に宇宙・地上双方の生活をより良くする研究

開発や新規事業創出を目的として 2021 年 12 月に立ち上がりまし

た。本プログラムを JAXA と共催する募集事業者が、事業提案を広

く募集し、選定された事業提案については、募集事業者と選定事業

者が一体となって、地上での新しい事業創出と将来の宇宙での実

装を目指し共同開発等を進めていくものです。 

 

 ※1 THINK SPACE LIFE プラットフォーム：https://aerospacebiz.jaxa.jp/solution/j-sparc/projects/think-space-life/ 

 

２．「THINK SPACE LIFE アクセラレータプログラム 2021」での取り組み 

当社は、宇宙を取り巻く環境変化を踏まえ、これまで培ってきた専門性・ノウハウを結集し、宇宙産業に

携わるお客様への支援や宇宙に関する社会課題解決への貢献を推進するべく、2022年 4月より「宇宙プロ

ジェクト」※2を始動しました。 

当社は「宇宙プロジェクト」を加速させるため、本プログラムに共催している募集事業者の JAMSS が提示

したテーマ「持続可能な自己管理行動を支える遠隔・健康管理支援サービスの開発」に対して、「個人の自

発的な健康管理から企業の労務管理まで快適に暮らすための提案」を行い、地上と宇宙双方の暮らしをよ

り良くする新たな事業提案として共創パートナーの 1社に選定されました。 

JAMSS のもつ国際宇宙ステーションの運用経験と宇宙飛行士の健康管理など宇宙という特殊な環境に

おける経験やノウハウを生かし、地上で暮らす人、今後宇宙に滞在する人の健康と生活を支えるため、以

下サービスの実証・開発を進め社会実装を目指します。 

① 地上において長く継続的に健康上のリスク低減化に取り組むための健康管理サービス 

② 民間宇宙飛行士や宇宙旅行者向けの飛行前健康管理サービス 

③ 宇宙に滞在する宇宙飛行士の遠隔・健康管理サービス 

 

 ※2 2022年 2月 24日ニュースリリース：「宇宙プロジェクト」の始動～宇宙ならではのリスクに挑戦し、社会課題を解決～ 

https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/company/release/pdf/220224_01.pdf 

https://aerospacebiz.jaxa.jp/solution/j-sparc/projects/think-space-life/
https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/company/release/pdf/220224_01.pdf


■JAMSSの概要 https://www.jamss.co.jp/ 

JAMSS は、高度 400 km を周回している国際宇宙ステーション（ISS）を構成する「きぼう」日本実験棟の

運用管制業務や「きぼう」で働く宇宙飛行士の訓練や健康管理、ISS の有償利用サービスなど、「きぼう」の

運用・利用に関わる業務を担っており、有人宇宙技術をさまざまな分野に提供しています。 

 

以 上 
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